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1.  中央区総合交通計画とは 
1.1  中央区総合交通計画策定の目的 

中央区では、平成 20 年に 10 年後の姿を明らかにし、「遊・職・住」の三拍子そろった都心中央区の

魅力をダイナミックに世界に発信すべく、「中央区基本計画２００８」を策定しました。 

計画においては、中央区の将来像として「生涯躍動へ  都心再生 － 個性がいきる ひととまち」を

掲げています。この将来像を実現するため、「うるおいのある安全で快適なまち」という基本目標に基

づいて、公共交通の整備促進を含めた施策などを通じて都心にふさわしい都市の基盤づくりに向けた取

り組みを展開しています。 

交通については、区内にはＪＲ、地下鉄が高水準に整備されており、バス路線網も都営バスの運行に

加えて、区民の足として「中央区コミュニティバス（江戸バス）」の運行を平成 21 年 12 月から開始す

るなど、公共交通の利便性は高まっています。 

一方、平成 23 年 11 月 16 日に定住人口が 12 万人を突破し、今後も人口増加が予想されるなかで、増

加する交通需要への対応が課題となっています。また、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災と

原発事故は、区民のエネルギーなどの環境意識を変えるとともに、交通の重要性が再認識されました。 

これらの状況を踏まえ、増加する交通需要への対応、交通弱者等の移動の支援、交通手段の適切な分

担などの都市交通課題を解決するため、総合交通計画を策定することといたしました。 

本計画は、計画編と戦略編に分かれています。計画編では土地利用の現況と特性から区分された地域

別に交通まちづくりのイメージを設定した上で、本区の交通施策を総合的に推進するための各種施策に

ついて定めています。また、戦略編では当該計画の内容を具現化し、実行するための具体的な手順につ

いて定めています。 

今後、本計画に基づき各施策を着実に実施し、区の将来像である「生涯躍動へ  都心再生 － 個性が

いきる ひととまち」の実現を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 中央区総合交通計画策定の目的 
 

 

   現在                      将来 

求められる交通のサービスレベル 
（高齢者や子育て世代を含む人口増や環境

問題への対応等を背景に経年的に上昇）

現況の交通のサービスレベル 
（これまでの取り組みを背景に一定程度、経年的に上昇） 

交
通
課
題

総合交通計画により交通課題を

解消し、現況のサービスレベル

を求められるサービスレベルに

高めていくことを目指します 



 2

  

1.2  位置付け 

本計画は、「中央区基本構想」及び「中央区基本計画２００８」を上位計画とし、地区計画や「中央

区環境行動計画」等区の計画及び「２０２０年の東京」や「東京の新しい都市づくりビジョン」等東京

都の計画を関連計画とし、区の将来像を実現するための計画です。このため、中央区全域について、徒

歩、自転車、公共交通、自動車、物流等交通の今後のあるべき姿を示しています。 

総合交通計画は、中長期を見越した交通のあるべき姿や方向性、その実現のための方針や方法の大枠

を示す計画であり、計画期間を 20 年間とします。交通戦略は、短・中期の間に実施すべき施策とその

役割分担等を示す実行計画であり、計画期間を 10 年間とします。 

 

図 中央区総合交通計画の位置づけ 

 

図 中央区総合交通計画の対象区域・対象とする交通・計画期間 

対象区域 中央区全域 

対象とする交通 徒歩、自転車、公共交通、自動車、物流等 

計画編 平成 24 年度から平成 43 年度まで（20 年間） 
計画期間 

戦略編 平成 24 年度から平成 33 年度まで（10 年間） 

 

上位計画 

中央区総合交通計画 

東京都の計画 

 地区計画・機能更新型高度 

利用地区 

 中央区マスタープラン 

 中央区環境行動計画 

 中央区地域防災計画 等 

 2020 年の東京 

 東京の新しい都市づくり 

ビジョン 

 豊洲・晴海開発整備計画 

等

 

区の関連計画 

 中央区基本構想 

 中央区基本計画 2008 
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2.  中央区の社会経済現況 
2.1  中央区の概況 

2.1.1  地勢 

 

※ゾーン区分について（出典：中央区基本計画 2008） 

Ⅰゾーン： 

おおむね昭和通り以西の地域であり、金融・

商業街地区、東京駅前地区や銀座地区で業務

商業が高度に集積し、昼間人口は多いものの

夜間人口が極めて少ない。この地域は、早く

からビル化が進行し、多くの建物の機能更新

が課題となっている。 

Ⅱゾーン： 

日本橋問屋街地区、日本橋人形町・浜町河岸

地区、新川地区、京橋地区や築地地区で卸売

り・近隣商業・印刷など地域産業機能と居住

機能の混在地域でバブルの時期に業務化が

進行し、夜間人口の減少とともに底地買いが

多く行なわれた。現在、夜間人口は回復傾向

にあり再開発事業も進んでいる。 

Ⅲゾーン：  

居住機能を中心とした水辺の豊かな佃地区、

月島地区、勝どき・豊海地区や晴海地区で、

近年の民間のマンション等の建設により、夜

間人口は増加傾向となっている。 

○ 中央区の面積は約 10.094ｋ㎡で、東京都総面積の約 0.46%、区部総面積の約 1.62% を占めています。

これは、23 区で 2 番目に小さい面積です。 

○ 東京 23 区のほぼ中央に位置し、５区（墨田・江東・千代田・港・台東）と接しています。また、東

側は隅田川、北側は神田川、南側は東京湾に接し、区内を日本橋川と亀島川が流れており、水辺の面

積は区面積の約 18.3%を占めています。 

○ 大部分の土地は、江戸時代以降の埋め立てによりできたため、起伏にとぼしく傾斜はすこぶる緩慢で

す。 

○ 土地利用の割合は、道路が約 29%、公園が約 5%、水面等が約 18%あり、公共用地が約 52%を占めて

います。そのほかは、商業用地が約 26%、住宅用地が約 7%、工業用地が約 3%などとなっています。

隅田川及び神田川の河川部を除く区全域が市街化区域となっており、用途地域区分は大半が商業地域

となっています。 

○ 本区は、日本橋地域、京橋地域、月島地域の３地域から構成されますが、上位計画である中央区基本

計画において、土地利用特性からⅠ～Ⅲゾーンに区分されているため、本計画においてもこのゾーン

区分※を適用します。 

千
代
田
区

港
区

江
東
区

東
京
湾

台東区

墨
田
区

図 地域区分 

日本橋地域 

月島地域 

京橋地域 

図 本計画におけるゾーン区分
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2.1.2  人口 

(1)  概況 

 

 
資料：人口推計調査及び転出人口実態調査報告書（中央区）     資料：国勢調査、東京都の統計「東京都昼間人口の予測（平成19年3月推計）」 

図 夜間人口の推移                            図 昼間人口の推移 
 

(2)  地域別の人口 

 
資料：人口推計調査及び転出人口実態調査報告書（平成 22 年 12 月 中央区） 

図 地域別夜間人口の推移 

○ 人口は、平成 17 年時点では 10 万人を下回っていましたが、定住人口回復施策と近年の都心回帰現象

との相乗効果により増加傾向が続き、平成 23 年 11 月には 12 万人を超え、平成 24 年 1 月 1 日現在

12 万 0,297 人となっています。今後も増加を続け、平成 37 年ころには 14 万 1 千人になると予測さ

れています。 

○ 昼間人口は約 65 万 5 千人あり、都心の業務機能や都市活動を支えています。しかし、今後は緩やか

に減少していくものと予想されています。 

○ 日本橋、京橋及び月島の各地域いずれも引き続き人口が増加すると予想されております。 

○ 区内においては、再開発事業が多く計画されており、今後も人口の増加が予想されます。特に、月島

地域においては、勝どき地区・晴海地区を中心に開発が計画されており、人口の急増が見込まれてい

ます。 
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図 再開発事業地区 
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(3)  年齢別の人口  

 
注）高齢人口：65 歳以上、生産人口：15～64 歳、年少人口：0～14 歳    注）高齢人口：65 歳以上 

資料：人口推計調査及び転出人口実態調査報告書（中央区）       資料：人口推計調査及び転出人口実態調査報告書 

                                           （中央区） 

            図 年齢階層割合の推移                    図 中央区の高齢人口の推移 

 

-20.0% 0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

0~4
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10~14
15~19
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30~34
35~39
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50~54
55~59
60~64
65~69

70~
計

 

                     注)平成 17 年と平成 22 年の比較。なお、平成 17 年人口は 

                     ９３，７９１人、平成 22 年人口は 113,871 人（各年 1 月 1 日） 

資料：人口推計調査及び転出人口実態調査報告書（中央区）                     

図 中央区の年齢別人口の増減率 

○ 中央区の高齢化率は、平成 22 年現在 16.6％であり、東京都（20.4％）や全国（23.0％）と比較して

低くなっていますが、20 年後の平成 42 年には約 20％に達し、５人に１人が高齢者と予測されます。

○ また、高齢者の人口は平成 22 年の 1 万 9 千人から平成 42 年には約５割増に相当する 2 万 8 千人以上

に増加すると予測されています。 

○ 平成 17 年と平成 22 年の人口を比較すると、全体では約 2 割増加していますが、特に 0 歳から 4 歳の

乳幼児及び 35 歳から 49 歳までの人口の伸びが顕著であり、近年子供と子育て世代が増えていること

がわかります。 
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2.1.3  産業 

(1)  業務機能 
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資料：東京都統計年鑑                           資料：東京都統計年鑑 

図 都心 4 区の事業所数の推移                  図 都心 4 区の従業員数の推移 

 

○ 区内の事業所数は、平成 21 年 10 月 1 日現在 44,708 事業所で都内第 2 位、従業員数は 760,701 人で

都内第 3 位となっています。 



 10

 

(2)  商業機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：東京都商業統計調査報告 

                                    図 都心 5 区の小売業の年間商品販売額（平成 19 年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                                                       資料：東京都商業統計調査報告 
                                       図 都心 5 区の卸売業の年間商品販売額（平成 19 年） 

 図 中央区内の商業施設分布 

表 都内商業集積地区の年間商品販売額上位１０（都内） 

 
出典：東京都（平成 21 年）、「東京の小売業 平成 19 年商業統計調査報告 小売業業態別集計編」 

○ 商店街は中央区全体に分布し、特に日本橋、八重洲、銀座一帯に百貨店と娯楽業、飲食業が集中して

います。 

○ 区内の小売業の商品販売額は都内第１位で、都内全体の約 10％を占めています。（中央区の小売業で

の商品販売額：約 1 兆 4,730 億、東京都の小売業での商品販売額：約 10 兆 1,808 億円） 

○ 区内の卸売業の商品販売額は都内第２位となっています。（卸売業の年間販売額 40 兆 7897 億 2,400

万円） 

○ 都内の商業集積地区の年間商品販売額上位 10 において、銀座地区が第 2 位、宝町地区が第 5 位、日

本橋地区が第 6 位となっています。 
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 注）区内公共交通のあり方調査 報告書 

（平成 20 年 3 月 中央区）を元に追加編集 
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2.1.4  施設分布 

(1) 公共施設分布 

 
                 注）公衆衛生施設のうち、公衆トイレは非表示。 

資料：ちゅうおうナビ（中央区ＨＰ）より作成 
図 中央区内の施設分布 

○ 公共施設のうち主に生活支援に関連する施設は区内全域に分布しています。 

○ Ⅰゾーンは官公庁・公共機関が多く分布していますが、子育て支援施設、福祉施設、スポーツ・公園・

保養施設は多く分布していません。一方、Ⅲゾーンは、Ⅰゾーンと比べて多くの分布が見られており、

対照的な分布傾向となっています。Ⅱゾーンは他ゾーンと比べて多くの施設が分布しています。 
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(2) 観光施設、商業施設、歴史・文化施設の分布 

 
注）区内公共交通のあり方調査 報告書（平成 20 年 3 月 中央区）を元に追加編集 

図 中央区内の観光施設・地域分布 

○ 日本橋問屋街・中央通り沿い（三越駅前付近～銀座）・築地市場・浜離宮公園・西仲通り沿い（月島も

んじゃ街）・晴海トリトンスクエア等の観光施設・商業施設が分布しています。 

○ 歌舞伎座や明治座、新橋演舞場など伝統ある劇場をはじめ、映画館や美術館などの文化施設が集積し

ています。また、史跡・旧跡や歴史的建造物などの文化遺産も多数存在します。 
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2.2  交通 

2.2.1  鉄道 

(1)  路線網 

 

図 中央区内の鉄道路線と鉄道駅 

○ 鉄道は、JR 東日本、東京メトロ、都営地下鉄の３事業者 11 路線（28 駅）が運行しています。 

○ 区内全域を網の目のように運行していますが、晴海や豊海地区には鉄道の路線網は見られません。 
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図 鉄道駅の一日利用者数                      図 中央区のゾーン図 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都ＨＰ                                  資料：東京都ＨＰ 

図 ゾーン別 1 駅当たり乗降客数の推移             図 Ⅲゾーン内の駅別乗降客数

○ 駅別の一日当たりの乗降客数は、東京駅（76.3 万人）が最も多く、次に銀座駅（24.8 万人）、日本橋

駅（16.9 万人）が多くなっています。 

○ ゾーン別の一駅当たりの乗降客数は、近年Ⅰ・Ⅱゾーンが微減している一方、Ⅲゾーンは顕著な伸び

を示しています。特に勝どき駅の増加が大きくなっています。 
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(3)  駅勢圏 

 
図 鉄道の駅勢圏（300ｍ） 

○ 鉄道の駅勢圏は、通常 500m～1 ㎞とされていますが、高齢者や子供・子育て世代など交通弱者の利便

性を考慮し、本計画では 300m とします。 

○ Ⅰゾーンは、大部分が駅勢圏に入っています。Ⅱゾーンは、Ⅰゾーンとの境から新大橋通り周辺まで

は駅勢圏に入っていますが、隅田川沿いの地域が駅勢圏に入っていません。Ⅲゾーンは、勝どき、月

島、佃の一部が駅勢圏に入っています。 
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(4)  整備計画路線の整備状況 

 

表 整備計画路線の整備状況 

路線 

番号 
答申路線名 営業路線名 整備区間 整備時期 現状 

９ 
東京 1 号線の東京駅 

接着 

都営地下鉄 

浅草線 

宝町から日本橋間で 

東京駅に接着 

目標年次までに整備着

手することが適当 
未着手 

１５ 東京 11 号線の延伸 
東京メトロ 

半蔵門線 

水天宮前から押上へ 

延伸 

目標年次までに開業す

ることが適当 

平成 15 年 

3 月 19 日開通 

１８ 
東京 12 号線の建設 

及び延伸 

都営地下鉄 

大江戸線 

都庁前から新宿へ 

延伸 

目標年次までに整備着

手することが適当 

平成 12 年 

12 月 12 日開通

２９ 
ゆりかもめ東京臨海新交

通臨海線の延伸 
ゆりかもめ 豊洲から勝どきへ延伸 

目標年次までに開業す

ることが適当 
未着手 

 

  
図 整備計画路線の整備状況 

○ 運輸政策審議会答申第 18 号（平成 12 年 1 月 27 日、目標年次 平成 27 年）で、本区内においては 4

路線が整備計画として位置づけられています。 

○ 東京 11 号線（東京地下鉄半蔵門線）（水天宮前～押上）と東京 12 号線（都営地下鉄大江戸線）（都庁

前～新宿）については既に完成していますが、東京 1 号線（都営浅草線）（宝町～日本橋間で東京駅へ

接着）とゆりかもめ（豊洲～勝どき）については、未着手です。 
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(5)  バリアフリー 

 

 
図 鉄道駅の階層及びバリアフリー状況 

 

○ 区内の鉄道駅は、東京駅を除きすべて地下駅となっており、バリアフリーの確保は重要であります。

○ 一方、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）」が平成 18 年に

施行されたことで、各鉄道事業者によりエレベーター等の整備が進められていますが、平成 24 年 2

月現在 28 駅中 20 駅が地上からホームまでのバリアフリー動線が確保されています。 


